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業事大的吏
[

地
籍
調
査
の
歴
史

第
三
期

第
四
期

第
二
期

第
一
期

積の明確化を図る

大
化
の
改
新
に
お
け
る
班

田
収
授
の
た
め
の
土
地
調

査。

'

秀
吉
の
天
下
統
一
の
あ
と

大
閤
検
地
、
文
録
検
地
と

呼
ば
れ
た
も
の
。

明
治
初
期
に
お
け
る
地
租

改
正
の
た
め
の
地
押
調
査
。

国
土
調
査
法
に
甚
づ
く
地

籍
調
査
は
、
昭
和
の
歴
史

の
流
れ
の
中
で
地
籍
調
査

の
歴
史
と
し
て
は
最
終
の

も
の
と
な
り
ま
す
が
、
土

地
の
変
化
と
測
量
は
続
く

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
土
地
に
対
す

る
考
え
方
や
法
律
は
次
第

に
改
革
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
一
番
大
切
な
地
図
．

面
積
は
未
改
革
の
ま
ま
放

第 1図 地区別実施状況
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置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
五
四
年
に

完
了
予
定
の
地
籍
調
査
で

完
全
な
も
の
と
な
り
、
第

一
期
の
地
籍
調
査
か
ら
約

一
三
二
六
年
の
歳
月
を
要

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
地
測
量
が

終
り
ま
し
た

肱
川
町
の
国
土
調
査
結
果
は
、
地
籍

図
、
地
目
、
地
積
の
明
確
化
を
図
り
、

登
記
所
に
お
い
て
公
図
、
公
簿
と
な
り
、

後
世
に
永
く
引
継
が
れ
、
町
民
を
は
じ

め
と
し
て
町
・
県
・
国
の
土
地
の
維
持

管
理
に
重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

I -
， 

登
記
完
了
を
昭
和
五
四
年
度
の
予
定

で
地
籍
調
査
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

昭
和
四
一
年
度
か
ら
一
四
年
の
長
期

間
に
、
事
業
主
体
で
あ
る
町
は
、
町
長
、

助
役
共
に
三
代
、
職
員
二
五
人
（
内
女

子
五
人
）
、
国
土
調
査
協
力
委
員
一
〇

七
人
、
測
量
補
助
者
延
ぺ
五

0
人
が
中

心
と
な
り
、
町
議
会
議
員
各
位
、
各
種

委
員
会
、
各
団
体
、
各
部
落
長
、
住
民

の
方
々
の
援
助
協
力
に
よ
っ
て
、
町
全

体
の
現
地
測
量
を
終
り
、
閲
覧
後
の
仕

上
げ
の
段
階
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
重
要
な
る
現
地
測
量
終
了
後
も

引
き
続
き
国
土
調
査
の
成
果
の
維
持
の

た
め
、
道
路
、
公
共
用
地
等
の
科
学
的

測
量
を
実
施
し
て
、
現
況
に
あ
っ
た
地

図
、
面
積
の
訂
正
を
行
い
ま
す
。

住
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
て
も
、

斜線部分は登記未了地区

‘̀ 

肱
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長
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宅
地
、
田
、
畑
の
造
成
、
改
良
事
業
に
調
査
を
実
施
し
て
満
二
五
周
年
に
当
り

よ
り
、
地
図
地
積
等
の
変
更
の
時
は
、
記
念
式
典
を
挙
行
さ
れ
た
年
で
あ
り
、

直
ち
に
登
記
所
の
図
面
、
登
記
簿
を
更
当
町
の
現
地
細
部
測
量
を
終
え
た
記
念

正
し
て
、
現
況
と
合
致
す
る
よ
う
ご
協
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
肱
川
町
を
―
二
地
区
（
第
1
図
地
区

長
期
間
に
渡
り
国
、
県
の
職
員
の
ご
別
実
施
状
況
）
に
分
け
て
測
量
を
完
了

指
導
、
ご
協
力
に
よ
り
、

．巨
額
の
補
助
し
、
現
在
山
鳥
坂
の
一
部
（
鹿
野
川
地

と
町
の
出
費
を
加
え
て
、
こ
の
歴
史
的
区
）
ま
で
地
籍
簿
、
地
籍
図
を
登
記
所

大
事
業
が
終
了
に
近
す
い
て
い
ま
す
。
に
持
込
み
登
記
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

現
地
測
量
に
あ
た
っ
て
は
、
図
面
‘
昭
和
五
四
年
度
中
に
大
字
山
鳥
坂
の

地
籍
の
面
積
、
集
成
図
等
は
、
関
西
測

一

部

（
敷
水
、
菟
野
尾
‘
橡
之
木
瀬
地

量
と
陸
地
測
量
会
社
へ
、
地
籍
図
根
三
区
、
嵯
峨
谷
地
区
）
及
び
中
津
地
区
の

角
点
測
量
、
地
籍
図
根
多
角
点
測
量
等
地
籍
簿
、
地
籍
図
を
整
備
し
て
登
記
を

そ
の
他
終
了
の
予
定
で
、
各
有
志
の
方
々
、
協

は
、
扶
蓉
調
査
設
計
事
務
所

の

民

間

会

社

へ

依

頼

し

た

。

力

委

員

の

御

援

助

御

協

力

を

お

願

い

し

肱
川
町
で
は
、
地
上
測
量
方
式
に
よ
な
け
れ
ば
全
町
の
国
土
調
査
の
完
了
が

り
、
測
量
は
直
営
で
町
職
員
が
測
量
技
予
定
よ
り
、
お
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

師
と
な
り
地
籍
図
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
肱
川
町
の
面
積
は
六
三
・
三
五
平
方

な
お
、
他
市
町
村
の
ほ
と
ん
ど
は
細
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
登
記
済
面
積
は
四
九
・

部
測
量
ま
で
民
間
会
社
に
依
頼
し
て
い
九
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
約
七
八

る

よ

う

で

す

。

％

強

が

登

記

所

へ

の

地

籍

調

査

事

務

手

0
ゞ

続

き

を

完

了

し

て

い

ま

す

。

七

八

グ

カ

土

地

問

題

に

つ

い

て

は

境

界

、

登

記

権
利
の
問
題
等
各
地
区
と
も
測
量
が
出

来
な
い
土
地
（
筆
界
未
定
地
で
処
理
し

登
記
完
了

度
は
、
愛
媛
県
が
国
土
て
い
る
）
が
少
し
あ
り
ま
す
。

昭
和
ヤ
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謹

賀

新

年

5

年
頭
に
当
り
皆
様
の
ご
多
幸
を
あ
祈
り
申
し
上
げ
ま
可
。

5
 

5

私
だ
ち
の
肱
川
町
は
、
自
然
懐
境
美
し
く
、
長
き
良
き
伝
統
に
育
ま
れ
て
人

5

の
心
暖
ガ
＜
、
こ
こ
に
任
む
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

贋
の
み
な
さ
ん
の
努
力
と
、
多
く
辺
口
々
の
ご
協
力
を
い
だ
だ
き
、
前
進

を
続
け
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
あ
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
可
。

も
の
ご
と
を
悲
観
的
に
眺
め
て
気
持
を
暗
く
可
る
力
、
困
難
の
中
に
も
希
望

を
失
な
わ
ず
、
蔑
夕
を
画
き
努
力
す
る
力
、
そ
れ
に
よ
っ
て
違
っ
だ
結
果
が
生
れ

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
然
は
天
与
の
も
の
で
す
。

生
産
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え
ぬ
力
も
し
れ
ま
せ
ん
ガ
、
肱
川
に
任

む
私
達
は
ワ
チ
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

自
ら
に
自
ら
の
課
題
を
課
し
、
頑
張
り
だ
い
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
年
、
皆
さ
ん
の
肱
川
の
発
衷
を
折
念
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
だ
し
ま

q°

吃
和
五
四
年
一
月
一
巳

”
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第 l表

地目別筆数面積（登記完了地区）

地積調査月IJ
地目

地積調査後

筆数 面積ha 筆数 面積 ha

4,950 231 42 田 3,325 294 91 

9,349 497 13 畑 5 070 323.71 

1,817 37.93 宅 地 1,464 47.81 

14,201 2,640.51 山 林 10,858 3,824.90 

4 0.0115 池 沼 6 0.06 

432 23.41 原 野 838 22 51 

674 3.28 墓 地 800 5.83 ， 0.75 境内地 15 1 31 

•76 2.79 溜 池 138 5.42 

27 0.83 堤 21 1.01 

19 0.07 井 溝

678 94.97 保安林 402 115. 23 

1,138 24.75 公衆用道路

公 園 2 0.70 

56 1 44 雑種地 181 5.60 

54 2.16 学校用地 18 4.10 

1 0.01 火葬場用地 2 0.02 

1 0. 01 獣畜埋廃場

1 

゜
鉱泉地 2 0.01 

長狭物 323.37 

33,487 3,561 47 合計 23,142 4,976 50 

地
籍
調
査
に
よ
り
肱
川
町
の
約
八
〇

％
が
山
林
で
あ
る
（
第
2
表
参
照
）
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

長
狭
物
（
道
路
、
河
川
）
の
面
積
に

つ
い
て
も
正
確
な
数
字
が
出
て
お
り
、

昔
は
道
路
の
一
部
面
積
は
登
記
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
河
川
の
面
積
に
つ

い
て
は
不
明
で
し
た
。

肱
川
町
全
体
の
、
国
の
認
証
、
登
記

完
了
す
れ
ば
総
合
的
な
資
料
が
出
来
る

の
で
将
来
は
、
住
民
の
方
々
、
町
、
県
、

国
の
行
政
等
、
幾
多
の
参
考
資
料
に
供

し
、
現
況
に
合
っ
た
明
確
な
、
地
番
、

面
積
、
地
目
、
地
図
等
を
利
用
す
る
こ

肱
川
町
の

八
0
％
は
山
林

5 4. 

ほ
と
ん
ど
の
土
地
は
話
し
合
い
が
つ

い
て
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
、
永
久

に
公
図
、

公`
簿
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

国土調査は歴
永久に地図

地
籍
調
査
は
寒
い
時
熱
い
時
の
連

続
を
経
て
お
り
、
そ
の
苦
労
は
住
民
の

皆
さ
ん
を
始
め
と
し
て
多
数
の
方
々
が

経
験
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
の
思
い
出
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

面
積
は

ほ
と
ん
ど
ガ
増
加

国
土
調
査
法
は
「
地
積
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
国
土
の
実
態
を
科
学
的
且

つ
総
合
的
に
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
」
と
定
め
ら
れ
、
当
町
の
地
籍
調

査
前
と
地
籍
調
査
後
を
明
ら
か
に
し
て

地
区
ご
と
に
集
計
し
（
別
表
第

1
表
の

通
り
）
昔
と
現
在
の
増
減
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

敷
水
‘
菟
野
地
区
、
嵯
峨
谷
地
区
、

中
津
地
区
は
、
国
の
認
証
が
終
っ
て
い

な
い
の
で
集
計
に
計
上
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
認
証
を
終
っ
た
後
、
町
全
体
の
集

計
が
出
来
ま
す
。

筆
数
に
つ
い
て
は
合
筆
等
の
た
め
減

）
 
区地了完已-no 頃果

成の査調籍地~ 月目地表2
 
第
少
し
て
い
ま
す
。

面
積
は
地
籍
図
根
三
角
測
量
、
地
籍

図
根
多
角
測
量
の
ト
ラ
パ
ー
を
起
点
と

し
て
細
部
測
量
を
実
施
し
面
積
を
測
定

し
た
結
果
、
増
加
し
て
い
ま
す
。

昔
は
宅
地
、
田
、
畑
等
は
、
か
ん
た

ん
な
測
量
を
し
て
い
る
が
山
林
等
に
つ

い
て
は
、
歩
測
、
目
測
の
面
積
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
地
籍
測
量
は
科
学
的
測
量
で

あ
る
か
ら
面
積
が
正
し
く
、
誤
っ
た
測

量
の
地
籍
図
は
申
出
に
よ
り
修
正
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
完
全
に
近
い
も
の
と
な

り
ま
す
。 山林（保安林を含む）I

3.940.13ha 
79. 17% 

区地了完e
 

-i
n
ロ登果成の査調籍地on-区地表3

 
第と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地
区
別
地
籍
調
査
（
第

3
表
）
は
、

肱
川
町
全
体
が
判
明
し
て
い
な
い
と
各

地
区
の
肱
川
町
に
占
め
る
割
合
が
不
明

で
あ
り
ま
す
が
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
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一

国

土

調

査

課

の

歌

―

_
-
、
今
日
も
明
け
た
か
朝
つ
ゆ
ふ
ん
で
―

ー
山
の
小
鳥
よ
目
ざ
め
た
か
•

ー

今

日

も

元

気

に

ス

ク

ラ

ム

ー
組
ん
で
一

＿

目

ぎ

す

目

標

は

京

の

森

―

ー
ニ
、
御
在
所
の
峰
朝
日
に
は
え
て

ー

ト

ラ

バ

ー
の
杭
た
ど
り
つ
つ
一

ー
・
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
の
三
脚
だ
い
た
一

―

若

い

お

い

ら

の

心

意

気

―

一

三

、

山

の

刈

あ

げ

農

地

の

境

一

＿

今

日

も

明

日

も

あ

さ

っ

て

も

一

＿
心
合
し
た
標
杭
が
立
つ
—

一

未

来

に

残

す

地

図

じ

ゃ

も

の

一

―
四
、
土
地
も
生
き
も
の
心
が
か
よ
う
一

ー

名

前

を

つ

け

て

籍

入

れ

て

一

ー
永
遠
に
情
を
交
そ
じ
ゃ
な
い
か
一

＿

璽

調

査

よ

栄

あ

れ

ー

1

1

,

 

*和II¥
l,387.l5ho 
27.87% 

．
 

5

地

．．
 

＇ 
.• 

0

二
六
二
、
三
七
八
円
あ
な
た
の

ま
ご
こ
ろ
が
こ
ん
な
に
も
な
り
ま
し
な

め
ぐ
ま
れ
な
い
人
、
施
設
に
入
っ
て
い

る
人
、
各
施
設
等
に
贈
ら
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

（
％
歳
末
助
け
あ
い
募
金
配
分
会
）

〇
悉
媛
県
知
事
選
挙
投
票
日
は
一
月

二
―
日
で
す
。
―
二
月
二
五
日
現
在
の

有
権
者
数
は
、
二
、
九
四
九
人
で
す
。

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

（
％
選
挙
管
理
委
員
会

〇
物
を
作
る
喜
び
、
友
達
と
の
語
ら

い
、
自
分
の
身
体
で
動
け
る
健
康
な
身

体
づ
く
り
、
そ
う
い
う
場
所
と
し
て
気

楽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
三
月
三
一

日
完
成
の
予
定
3

（
％
高
令
者
創
作
館
起
工
式
）

0

第
―
二
三
回
定
例
町
議
会
が
開
催

さ
れ
、
諸
々
の
事
項
が
審
議
さ
れ
る
。

（
％
ー
％
定
例
町
議
会
）

0

く
り
味
噌
、
生
し
い
た
け
、
文
楽

も
な
か
、
養
老
酒
等
が
出
品
さ
れ
た

が
、
宣
伝
不
足
だ
な
ァ
、
自
然
食
品
に

人
気
が
あ
っ
た
な
ァ
゜

舌
が
こ
え
と
る
ん
で
、
安
い
だ
け
で

は
売
れ
ん
ぞ
。

（
％
県
産
品
ま
つ
り
反
省
会
）

0

大
駄
馬
の
公
園
管
理
小
屋
か
ら
出

火
全
分
団
た
だ
ち
に
出
動
せ
よ
。
一

八
三
名
の
団
貝
が
出
動
3

こ
れ
が
訓
練
だ
け
で
終
る
よ
う
に
、

火
の
元
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
て
。

（
尻
防
火
デ
ー
）

一
集
音
マ
イ
ク
ー

,9. 
ー＇ 
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／ 

東 ＇ 西

地位 部 落 氏名 生年月日 年令 地位 部 落 氏名 生年月日 年令

横綱 :fl: '‘ 栄長田トクノ
明治 99 横綱京 造 稲田ハツノ

明治 92 
12. 11. 12 19. 2 28 

大関 山 槌二宮コマノ 20. 9. 22 91 大関 下嵯峨谷 川本宗治 21. 7 14 90 

11 広 常久保尚尾 21. 11. 15 90 ＂ 
関脇 広 常 西谷貞美 22. 3 28 89 関脇 上鹿野川 橋本音吉 22. 8. 5 89 

小結 中 津下崎サワヨ 22. 8 15 89 小結 市之畦 川中 ハル 22. 9 26 89 

前頭 大 和水本キヌヨ 22. 12. 31 89 前頭嘉 城 城戸イワノ 22. 12. 31 89 

2 上鹿野川 久保田春治 23. 4 2 88 2 ＂ 
中岡カメヨ 23. 12. 2 88 

3 小 藪藤川卯市 24. 7 29 87 3 下嵯峨谷 宮田キチ 24. 10. 4 87 

4 柳 増田ヨリ 24. 12. 26 87 4 山 槌 有友三好 25. 1 9 86 

5 中 野白石好雄 25. 1. 28 86 5 瓜生谷 浅松ツル 25. 9 11 86 

6 郷 岡島マツェ 25. 10. 13 86 6 久 保 藤尾久芳 25. 10. 15 86 

7 白 石 東 トラ 25. 12. 13 86 7 下敷水 中田クニョ 25. 12. 15 86 

8 共 栄 小山 定雄 26. 1 18 85 8 下鹿野Ill 二宮真実 26. 1 20 85 

十両 小 藪 二宮ヲスエ 26,1,.24 85 十両嘉 城 山本亀治 26. 1. 28 85 

2 嘉 城蔵田仙三郎 26. 3. 3 85 2 下嵯峨谷 上本キチ 26. 3 28 85 

3 白 石 三好ハナエ 26. 5 11 85 3 中 津 宮田 ヨ子 26. 7. 17 85 

4 中 野 今岡美寿 26. 8 2 85 4 萩野尾 河内マッョ 26. ll. 19 85 

5 広 常 森カッョ 26. 11. 25 85 5 大 平 石谷トナミ 26. 12. 30 85 

6 小 藪 中居イマヨ 27. 3 6 84 6 協 生 兼高ツルミ 27. 4. 1 84 

7 白 石 寺中サヨ 27. 5 3 84 7 道野尾 北川清勝 27. 6 11 84 

8 共 栄 寺野ツ子 ヨ 27. 6. 16 84 8 小 藪 台野喜一 27. 10. 21 84 

， 橡の木瀬 安達繁雄 27. 11. 1 84 ， 上嵯峨谷 高橋安一 27. 11. 14 84 

今
年
も
、
恒
例
の
長
寿
番
付
表
を
発

表
し
ま
す
。

東
の
正
横
綱
は
、
相
変
ら
ず
共
栄
の

長
田
ト
ク
ノ
さ
ん
九
九
オ
。

長
田
さ
ん
は
、
め
で
た
く
白
寿
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
は
、
九

0
オ
以
上
の

方
が
二
人
で
し
た
が
、
今
年
は
六
人
、

さ
ら
に
今
年
中
に
九

0
オ
に
な
ら
れ
る

方
が
六
人
お
ら
れ
、
合
せ
ま
す
と
今
年

九

0
オ
以
上
に
な
ら
れ
る
方
は
―
二
人

に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
番
付
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、

団
体
の
役
員
と
し
て
、
今
尚
元
気
で
活

‘‘、/
在現日月年4

 
5
 
nu 
禾昭

躍
さ
れ
て
い
る
方
も
数
人
お
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男

七
ニ
・
七
オ
、
女
七
八
オ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

私
達
は
、
こ
の
平
均
寿
命
ま
で
生
き

ら
れ
る
か
ど
う
か
心
配
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
一

0
年
二

0
年
と
長
生
き
す
る
こ

と
は
、
何
か
秘
訣
が
な
い
と
無
理
な
よ

う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
秘
訣
と
は
一
体
何
な
の
で
し
ょ

、。

、
っ
カ秋
達
の
寿
命
は
「
本
人
の
心
が
け
次

第
で
長
く
も
短
く
も
な
る
」
と
は
貝
原

益
軒
の
言
葉
で
す
。

そ
し
て
、
長
生
き
し
た
こ
と
が
幸
せ

に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
、
長
生
き
の
意

味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
ま
す
と

長
生
き
の
秘
訣
は
第
一
に
病
気
の
苦
し

み
が
な
い
こ
と
（
健
康
）

。

第
二
に
、
体
を
動
か
し
慟
く
こ
と
（

経
済
）
そ
し
て
、
人
間
関
係
が
う
ま
く

い
く
こ
と
（
心
）
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

「
世
の
中
に
、

宝
の
数
は
多
け

れ
ど
、
齢
（
よ

わ
い
）
に
ま
さ

る
宝
な
し
」
と

い
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
に
、
番

付
さ
れ
ま
し
た

四
四
名
の
皆
様

が
、
今
年
も
お

元
気
で
お
過
し

下
さ
る
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま

す
と
共
に
、
私

達
も
、
よ
き
先

輩
の
多
く
の
皆

さ
ん
に
学
ん
で

「
幸
せ
な
長
寿
」

畜
ぃ
な
が
ら
、

「
長
寿
は
天
寿

に
あ
ら
ず
、
我

に
あ
り
」
を
銘

記
し
た
い
も
の

で
す
。

長
寿
は
天
寿
に
あ
ら
す

九

0
オ
以
上
は
六
人

肱川町の年令別人口

年齢
昭!052年5月31BJI在 昭1115.3年5月31Bll在
人口 比率 人口 比率

0 -2才0 1. 1人94 嘉 I, 1人54 28̀  

21-40 859 21 0 874 21 5 

41-60 1. 236 30 2 I. 230 30 2 

61-80 721 17 6 719 17 7 

81以 I:: 83 2 0 95 2 ~ 

計 4,093 100 0 4,072 100 0 

一
―
口
医
学

―

手
が
寒
い
風
に
当
っ
た
り
冷
た
い
水

に
触
れ
る
と
、
そ
の
刺
激
で
血
管
が
収

縮
し
て
、
皮
膚
が
白
っ
ぽ
く
な
る
と
い

う
現
象
は
多
少
の
差
は
あ
る
に
し
て
も

生
理
的
、
い
わ
ば
自
然
な

反
応
と
い
え
ま
す
。

し

か

し

、

そ

れ

が

は

な

＿

は
だ
し
く

目

立

つ

場

合

、

ノ

レ
イ
ノ

ー
症
状
と
呼
ば
れ

ま

す

。

イ

＇

こ

れ

に

は

特

に

原

因

が

レ

-

認
め
ら
れ
な
く
て
お
こ
る

も
の
と
‘
膠
原
（
こ
う
げ

ん
）
病
や
振
動
す
る
エ
具
の
使
用
な
ど

で
も
お
こ
る
も
の
が
あ
り
、
前
者
を
レ

イ
ノ
ー
病
、
後
者
を
レ
イ
ノ
ー
症
候
郡

と
い
い
ま
す
。

レ
イ
ノ
ー
病
は
比
較
的
若
い
女
性
に

多
く
、
手
の
指
だ
け
で
な
く
足
の
指
に

し

1 : 
馨゜ ふ

負
曹←

«..—一， l＂’’’. L • --

舗装された町道大駄場線

が病レ で ロ
症状

危指る も
重変イレすウ
要にノイ゜-

91 1990 99 0」 0, 09 0 0一↓手険がの多お
足も腐で〈こ

で注 1 ノ病 をあるいのつ
す意症 1 も ありよや場て
゜し状 症 レよ ま化とに 注をたまつな合き
てだ候 イく又るがそなレ意つたせな感‘ま
対け郡 ノお 山病おのるイがけかんこじ指t
策での 1 こ林 気こ 周膠ノ大る＜ ゜とをの
をな場 症る労でつ囲原症切等し はも色
立く合 候白慟すての病候で日‘ なちの
て‘は 郡磁者゜血組は郡す常栄 くま変

゜る全 ‘ の＾な 管織‘の 生養生す化
こ身単 ー ハど がに血原 活に 命がが
とのに つ クに つ変管因 ー の気 の‘あ

舗

装

工

事

完

了

1
1
町
道
大
駄
場
線
1
1

予
子
林
、
中
津
地
区
よ
り
鹿
野
川
を

結
ぶ
、
最
重
要
路
線
と
な
っ
た
大
駄
場

線
に
つ
い
て
、

町
で
は
、

昭
和
五

0
年

度
よ
り
舗
装
工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
一
、
一
五

0
メ
ー
ト
ル
を
残
す
の
み

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
年
度
は
非
補
助
融
資
事

業
に
よ
り
、
一
、
五

0
0
万
円
の
事
業
費

で
、
愛
媛
舗
道
に
工
事
発
注
し、

こ
の

程
、
工
事
が
完
了
致
し
ま
し
た。

1

四
月
八
日
か
ら
は
、
宇
和
島
バ
ス
の

運
行
も
大
駄
場
線
と
な
る
等
、
交
通
量

も
大
巾
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
全
線
舗
装
と
合
せ
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
カ
ー
プ
ミ
ラ
ー
、
白
線
等
の
安
全

施
設
を
設
置
し
、
順
次
整
備
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
」

＇
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赤
い
羽
根
募
金
を
一

0
月
に
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
を
―
二
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ

お
願
い
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
前
年
度
を
上
廻

る
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
暖
た
か
い
お
こ
こ
ろ
ざ
し

に
感
謝
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
赤
い
羽
根
共
同
募
金

町
内
の
名
戸
へ
、
あ
る
い
は
学
校
職
域

団
体
法
人
へ
お
願
い
し
、
ま
た
婦
人
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
街
頭
募
金
な
ど
で
こ
の

運
動
を
す
す
め
て
来
ま
し
た
。

そ
の
合
計
額
は
二
八
九
、
六

0
二
円

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
ひ
と
ま
ず
県
共
同
募
金

会
で
集
計
し
て
、
県
内
の
地
域
の
社
会

福
祉
事
業
や
独
居
老
人
の
援
護
、
心
身

障
害
者
対
策
等
の
た
め
に
、
福
祉
施
設

や
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
配
分
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ー
選
挙
の
豆
知
識
⑥
一

▽
選
挙
運
動
と
は
あ
る
特
定
の
選
挙
に
お

い
て
、
あ
る
特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
目

的
と
し
て
、
投
票
を
得
、
ま
た
は
得
さ
せ

る
た
め
に
直
接
ま
た
は
間
接
に
必
要
か
つ

有
利
な
行
為
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
陸
上
競
技
な
ど
で
「
用
意
ド
ン
」
の

合
図
の
前
に
飛
び
出
す
反
則
を
三
度
＜

り
か
え
す
と
失
格
に
な
り
ま
す
。
選
挙

で
は
こ
れ
に
あ
た
る
の
が
事
前
運
動
と

い
え
る
で
し
よ
う
。

▽
選
挙
法
は
、
公
正
な
競
争
を
期
す
た

め
に
、
選
挙
運
動
を
し
て
も
よ
い
時
期

を
公
示
（
又
は
告
示
）
が
あ
っ
て
、
立

候
補
の
届
出
を
し
て
か
ら
、
投
票
日
の

前
日
ま
で
と
定
め
、
そ
れ
以
前
の
選
挙
運

1. 1 7(5) 

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご

ざ

い

ま

し

た

—
共
同
募
金
会
—

◎
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

“
み
ん
な
が
明
か
る
い
お
正
月
を
”
を

合
言
葉
に
‘
―
二
月
に
名
戸
へ
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

は
二
六
二
、
三
七
八
円
の
募
金
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
募
金
に
町
と
社
協
も
持
別
扶
助
を

し
て
、
長
期
療
養
者
や
ね
た
き
り
病
人
、

施
設
入
所
者
や
そ
の
施
設
な
ど
に
合
わ
せ

て
三
二
四
、
五

0
0
円
を
、
日
頃
不
自

由
な
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
々
、
一
―

三
人
に
配
分
し
て
、
み
な
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
お
心
を
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

尚
、
歳
末
募
金
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く

の
皆
さ
ん
の
善
意
の
中
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
、
関
係
者
一
同
、
感

激
し
て
い
ま
す
。
（
原
文
の
ま
ま
ご
紹

介
し
ま
す
）

◇
 

ぼ
く
達
の
学
校
で
は
、
秋
の
遠
足
で

動
は
、
名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
す
べ

て
事
前
運
動
と
し
て
禁
止
し
て
い
ま
す
。

▽
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
こ
の
事
前
運

動
の
反
則
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
の
よ

う
に
簡
単
に
審
判
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
面
が
あ
っ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
選
挙

の
た
び
ご
と
に
話
題
に
な
り
ま

t
第
一
に

ス
タ
ー
ト
は

用
意
ド
ン
で

現
職
の
公
職
者
に
は
、
住
民
の
代
表
者
と

し
て
選
挙
人
に
、
報
告
演
説
会
な
ど
を
通

じ
て
、
政
治
活
動
を
し
ら
す
義
務
も
あ
る

で
し
よ
っ
し
、
ま
た
新
人
の
立
候
補
予
定

者
た
ち
に
し
て
も
、
憲
法
の
保
障
す
る
言

論
、
政
治
活
動
の
自
由
に
し
た
が
っ
て
、

自
分
の
政
治
的
意
見
を
自
由
に
表
明
す
る

権
利
を
も
つ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
正

．
 

(
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し

赤

道ばたに落ちていた「どんぐり」を

拾いました。

その拾ったどんぐりを、恵まれ

ない人におくることになり、児童

のみんなに呼びかけてみると、二〇

0二個のどんぐりが集まりました。
拾ったどんぐりを、森林組合に

一個二円で買ってもらいました。

その収益金を、恵まれない人達

にお送りいたします。

このお金か少しでもお役に立て

ば幸です。

昭和五三年ご一月二二日

肱川町立岩谷小学校児童会一同

◇ 
金、八、ニニ0円

当行為と事前運動とを区別すること

は、なかなか容易ではありません。

第二には、事前運動と類似してお

り、場合によっては紙一重であり

ながら許される行為として、立候

補のための瀬踏み行為や準備行為

があって、事前運動の取締りを困

難にしています。

▽従って、事前運動については、

私たち有権者の良識ある眼力で見

破って、その違反者をまんまと当

選させるようなことのないように

心がけることが大切です。

ことに世間には、ふだんからいろ

いろな機会に、いろいろの名目で

選挙のための種をまく事例も多い

ょつです、選挙の時には私たちの良

識と信念によって審判すべきです。

種 別 金 額

戸別募金 152,30円0 

学校募金 45,020 

街頭募金 45,529 

職域募団体金 46,753 

計 289,602 

こ
の
お
金
は
私
達
が
、
学
校
の
文
化
祭

の
時
の
バ
ザ
ー
の
売
上
金
の
一
部
で
す
。

歳
末
た
す
け
合
い
運
動
の
一
端
と
し

て
‘
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
高
校
肱
川
分
校

＿
募
ら
し
の
中
の
自
治
用
語
一

「
広
域
市
町
村
圏
」

車
や
テ
レ
ビ
、
電
話
な
ど
の
調
整
に

支
え
ら
れ
て
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の

行
動
範
囲
は
、
グ
ン
と
広
が
り
ま
し
た
。

通
勤
、
通
学
を
は
じ
め
、
買
い
物
や

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
生
活
圏
は

市
町
村
の
区
域
を
超
え
て
広
域
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
広
域
市
町
村
圏
」
は
、
こ
の
よ
う
な
地

域
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
近
隣
市
町
村

が
共
同
で
交
通
通
信
、
防
火
、
清
掃
、
社

会
福
祉
な
ど
の
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
昭
和
四
四
年
に
ス
タ

ー
ト
し
、
現
在
で
は
、
全
国
で
三
二
九
梱

域
設
け
ら
れ
、
全
市
町
村
の
約
九
割
が
「

広
域
市
町
村
匿
」
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
は
、
宇
摩
地
区
、
新
居
浜
・

収入 歳末たすけあい募金実績 支出

種別 金額種別 金額
戸別募金 235,154円長期療養者 54,000円

大谷白百合会 1,000 施設関係者 81,000 
大洲裔肱）1|分校 8,220 ねたきり病人 100, 000 

岩谷小児童会 4,004 ポーダーライン 46,500 
篤志募金 6,000 

福祉施設 33,000 
町職員 8,000 

町 26,000 94 

社会福祉協議会 26,122 
計 314,500 

計 314,500 

虻
し

，
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 ，
 

「
大
切
に
」
運
動
だ
よ
り

一
月
の
「
大
切
に
」
運
動
目
標
は
If

心
か
よ
う
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
’

で
す
。私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
身
近
で
大
切

な
地
域
を
、
な
ご
や
か
で
あ
た
た
か
い

も
の
に
す
る
た
め
、
お
互
い
に
声
を
か

け
あ
っ
た
り
、
部
落
行
事
や
地
区
行
事

な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

「
大
切
に
」
運
動
で
は
、
カ
レ
ン
ダ

ー
を
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
三
月
分
ま
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
年
を
機
会
に
、
い
ろ
い
ろ
な

行
事
を
書
き
入
れ
て
、
時
間
に
遅
れ
た

り
、
忘
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ、つ。二
月
の
目
標
は
”
た
す
け
あ
う
社
会

に
し
ま
し
ょ
う
”
で
す
。

〇
思
い
や
り
を
も
と
う

〇
非
行
を
な
く
そ
う

西
条
地
区
、
今
治
地
区
、
松
山
地
区
、

八
幡
浜
、
大
洲
地
区
、
宇
和
島
地
区
の

六
圏
域
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
肱
川
町
は

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
広
域
市
町
村
固
」
の
事
業
に

は
、
地
方
交
付
税
の
優
遇
措
置
や
地
方

債
の
優
先
配
分
な
ど
、
国
の
助
成
措
置

が
構
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

肱
川
町
で
は
、
道
路
の
新
設
、
改
良
舗

装
と
観
光
開
発
を
、
「
広
域
市
町
村
圏
」
の

事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
決
定

さ
れ
た
オ
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
で
は

新
し
い
地
域
振
興
の
方
向
と
し
て
、
「

定
住
構
想
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
構
想
を
ふ
ま
え
て
「
広
域
市
町

村
匿
」
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、

計
画
に
対
す
る
県
の
協
力
体
制
の
確
立

や
医
療
、
教
育
、
文
化
な
ど
事
業
内
容

の
充
実
強
化
に
つ
い
て
、
見
な
お
し
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 ）・

.9 



．
肱
川
町
の
十
二
月
定
例
議
会
は
、
十

4
 
5

二
月
十
三
日
開
会
さ
れ
、
会
期
六
日
間

で
、
昭
和
五
十
二
年
度
歳
入
歳
出
決
算

認
定
、
条
例
は
幼
稚
園
設
置
な
ど
七
件
、

予
算
は
一
般
会
計
補
正
な
ど
五
件
、
合

せ
て
十
三
の
案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
、
十
九
日
閉
会
し
た
。

行
政
事
務
に
対
す
る
一
般
質
問
は
‘

五
人
の
議
員
が
十
五
の
項
目
に
つ
い
て

行
い
、
町
長
（
一
部
は
教
育
委
員
長
、

教
育
長
、
公
民
館
長
）
が
こ
れ
に
答
え

こ。t
 な
お
、
開
会
日
に
、
農
業
後
継
者
協

議
会
の
幹
部
が
多
数
傍
聴
し
た
。

議
決
し
た
案
件
、
一
般
質
問
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1. 1 7 (6) 

12月定例町議会

,̀ ＇ ー

一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し

◎

役

場

組

織

の
こ
と

▼
課
設
置
の
見
直
し
に
つ
い
て

問

現
在
町
長
部
局
は
、
六
課
一
室
に

な
っ
て
い
る
が
、
課
が
分
担
し
て
い
る

事
務
の
内
容
が
不
明
確
な
た
め
、
住
民

は
戸
惑
っ
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、

事
業
を
行
う
場
合
、

A
課
が
基
本
構
想

を
た
て
、

B
課
が
実
施
計
画
を
作
り
‘

c課
で
工
事
を
行
う
よ
う
な
手
順
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
事
業
の
こ
と
で
問
い

合
わ
す
と
き
、
ど
の
課
へ
聞
い
た
ら
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
大
変
不
便

を
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
新
農
構
事
業
を
は
じ
め
町

振
興
の
諸
事
業
も
始
ま
る
の
で
、
一
っ

の
事
業
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
同
じ

課
が
担
当
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
職
員

も
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
こ
と
に
当
る

の
で
、
結
果
的
に
は
予
期
以
上
の
成
果

が
あ
が
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

国
土
調
査
課
、
町
民
相
談
室
‘
税
務

係
な
ど
の
見
直
し
を
し
て
、
新
年
度
か

ら
更
に
町
民
が
期
待
す
る
事
務
能
率
の

あ
が
る
課
の
体
制
で
、
住
民
の
福
祉
向

上
が
は
か
ら
れ
る
行
政
の
推
進
を
さ
れ

た
い
。

答
日
頃
行
政
事
務
の
改
善
に
は
、
研

究
し
努
刀
し
て
い
る
ガ
、
国
土
農
査
事

務
の
終
了
可
る
時
点
で
、
総
合
的
に
検

討
可
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
ご
意

貝
の
点
は
充
分
研
究
し
て
、
昭
和
五
十

四
年
六
月
一
日
を
も
っ
て
、
新
し
い
課

の
体
制
を
し
き
だ
い
と
思
っ
て
い
る
。

◎
教
育
の
こ
と

▼
小
学
校
の
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

問

町

内
の
小
学
校
児
童
数
の
減
少
で
、

す
で
に
二
校
で
は
複
式
授
業
が
行
な
わ

れ
て
い
る
し
、
今
後
更
に
悪
化
す
る
傾

向
に
あ
る
。

あ
る
地
区
で
は
、
中
核
有
志
の
家
庭

が
将
来
の
子
弟
教
育
に
不
安
を
感
じ
、

町
外

へ
転
居
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

町
長
は
、
選
挙
公
約
で
、
小
学
校
の

統
合
は
学
校
関
係
者
1

父
兄
、
地
域
に

お
い
て
研
究
し
、
こ
れ
に
欠
陥
が
あ
れ

ば
取
り
除
く
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
現

状
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

ら
れ
る
の
か
、
伺
い
た
い
。

答

現

下

の
情
勢
は
言
わ
れ
だ
と
あ
り

で
、
大
変
憂
慮
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

小
学
校
の
こ
と
は
単
に
教
育
の
み
で

考
え
る
べ
き
で
な
い
。
地
域
の
在
り
方
、

発
展
な
ど
と
｛
岱
接
な
つ
な
ガ
り
ガ
あ
り
、

従
っ
て
産
業
の
振
興
、
住
宅
政
策
、
企

業
の
誘
致
等
を
、
全
体
的
に
考
慮
し
て
、

町
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
だ

い
。
教
育
上
の
問
題
は
、
柏
の
立
場
に

お
い
て
も
検
討
し
対
廊
し
だ
い
。

▼
社
会
教
育
の
な
か
の
政
治
教
育
に
つ

い
て

問

公
民
館
は
、
社
会
教
育
を
行
う
に

当
り
、
政
治
教
育
は
よ
け
て
い
る
よ
う

町
の
予
算
十
四
億
七
干
九
百
万
円

新
年
度
か
ら
幼
稚
園
を
設
置

ー

，̀1
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に
受
取
れ
る
。
以
前
に
は
政
治
教
育
は

や
る
意
志
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
教
育
委
員
長
、
公
民
館
長
の
考
え

を
、
伺
い
た
い
。

答
（
教
育
委
興
長
）
政
治
と
教
育
は

密
接
な
関
係
に
あ
り
、
住
民
の
日
常
生

活
設
計
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
。

近
年
各
種
選
挙
に
お
い
て
、
候
補
者

有
権
者
を
問
わ
す
モ
ラ
ル
の
低
下
を
き

だ
し
て
お
り
、
教
育
上
力
ら
貝
れ
ば
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
し
力
し
こ
れ
を
固

Q
に
取
り
上
げ
る
と
な
れ
ば
、
政
治
教

育
と
政
治
活
動
が
混
同
し
、
従
来
も
さ

け
て
い
だ
訳
で
は
な
い
ガ
、
実
に
難
し

い
と
思
う
。

政
治
に
対
弓
る
倫
理
観
の
喬
掲
ガ
な

さ
れ
て
い
る
と
、
自
力
ら
政
治
教
育
も

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

答

（
公
民
舘
長
）
憲
法
、
地
方
自
治

法
、
教
育
基
本
法
の
精
神
力
ら
も
、
政

治
教
育
は
行
う
べ
き
と
思
う
。
但
し
、

特
定
政
党
、
選
挙
に
際
し
て
特
定
候
補

者
の
利
害
に
カ
カ
わ
る
こ
と
は
さ
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

住
民
の
政
治
的
教
養
の
向
上
を
は
カ

る
こ
と
は
、
社
会
教
育
上
重
要
な
課
題

で
あ
っ
て
、
公
民
舘
も
そ
の
一
翼
を
に

な
う
も
の
と
考
え
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

婦
人
会
ガ
定
例
町
議
会
岳
に
傍
聴
を
申

入
れ
、
議
会
終
了
後
議
会
で
取
り
上
げ

ら
れ
だ
案
件
を
学
習
し
て
い
る
。
ま
だ

青
年
、
老
人
、
部
落
学
級
で
匂
、
地
方

自
治
の
仕
組
み
、
住
民
の
政
治
へ
の
参

加
の
仕
方
や
心
構
え
に
つ
い
て
、
勉
強

し
て
い
き
だ
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
産
業
の
こ
と

▼
農
林
団
体
の
統
合
に
つ
い
て

問
農
林
会
館
が
建
設
さ
れ
る
当
時
、

随
分
論
議
さ
れ
て
い
た
農
協
と
森
林
組

合
の
統
合
は
法
的
に
は
問
題
が
あ
る
と

思
う
が
、
両
組
合
の
組
合
員
は
同
一
で

あ
り
、
せ
め
て
共
通
役
員
制
に
し
て
組

合
運
営
を
す
れ
ば
、
販
売
、
購
売
＇、
利

用
事
業
は
も
と
よ
り
資
金
の
面
な
ど
で
、

組
合
員
の
福
祉
増
進
が
は
か
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
町
長
は
、
そ
の
方
向
で

の
行
政
指
導
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
、

お
た
ず
ね
し
た
い
。

答
農
林
会
館
建
設
頃
の
経
緯
は
承
知

し
て
い
な
い
が
、
現
在
も
住
民
の
中
に

組
合
統
合
の
意
貝
ガ
あ
る
こ
と
は
察
し

て
い
る
。
し
力
し
4

つ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の

組
合
ガ
目
的
を
も
ち
、
業
務
を
行
い
大

き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
訳
で
あ
り
、

従
っ
て
組
合
統
合
或
い
は
共
通
役
巽
制

に
つ
い
て
は
、
社
会
構
勢
を
ふ
ま
え
て

組
合
員
や
組
合
自
体
で
考
え
ら
れ
る
こ

と
だ
と
存
じ
て
い
る
が
、
両
組
合
と
還

け
い
を
と
り
、
将
来
の
問
題
と
し
て
研

究
し
だ
い
。

▼
農
業
生
産
指
導
の
強
化
に
つ
い
て

問

新
農
構
事
業
な
ど
に
よ
っ
て
、
土

地
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
結

構
で
あ
る
が
、
農
家
の
農
業
に
取
組
む

姿
勢
は
意
欲
減
退
し
て
い
る
。

そ
こ
で
生
産
か
ら
流
通
ま
で
一
貫
し

た
徹
底
し
た
指
導
を
す
れ
ば
、
農
家
の

意
欲
も
高
ま
り
、
ひ
い
て
は
農
協
施
設

の
高
度
な
利
用
も
で
き
、
農
家
の
所
得

増
大
に
つ
な
が
る
が
、
特
別
な
行
政
指

導
を
さ
れ
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

答

新

農

構

ガ
新
年
度
tJ
ら
実
施
さ
れ

る
ガ
、
農
桑
の
創
意
と
意
欲
に
よ
っ
て
、

農
業
経
営
基
盤
の
確
立
と
近
代
化
を
推

進
し
だ
い
。
そ
の
だ
め
に
は
、
経
済
団

体
及
ぴ
農
業
改
良
普
及
所
と
速
け
い
を

深
め
、
指
導
強
化
を
は
力
つ
て
い
き
だ

¥
o
 

し
な
お
昭
和
四
十
八
年
度
に
、
広
域
営

農
圏
構
想
ガ
打
ち
出
さ
れ
て
、
こ
れ
の

見
直
じ
ガ
本
年
行
わ
れ
、
喜
多
広
域

営
農
圏
整
備
計
画

tf
で
き
て
、
町
村
別

の
農
業
生
産
目
標
も
示
さ
れ
て
い
る
の

＼

し“



で
、
こ
れ
ら
を
基
本
に
し
て
行
っ
て
い

く
。
本
年
度
夏
秋
き
ゅ
う
り
、
ホ
ー
レ
ン

草
の
栽
培
な
ど
新
し
い
方
向
づ
け
も
あ

っ
だ
が
、
気
運
と
実
績
を
作
り
だ
す
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

い
と
の
見
解
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
利

用
者
か
ら
言
え
ば
運
転
、
経
営
資
金
で

あ
り
、
是
非
と
も
要
望
ど
お
り
改
善
さ

れ
て
は
ど
う
か
。

（
要
望
事
項
ー
現
行
の
貸
付
額
法
人

百
万
円
、
個
人
五
十
万
円
以
内
を
そ
れ

ぞ
れ
倍
額
に
、
ま
た
貸
付
期
間
一
年
を

二
年
以
内
と
す
る
こ
と
）

答
昨
年
も
こ
の
質
問
が
あ
っ
だ
の
で
、

資
金
審
酉
会
で
検
討
し
だ
結
果
、
資
金

の
主
旨
、
貸
付
状
況
力
ら
判
断
し
て
現

行
で
よ
い
と
の
意
見
ガ
あ
り
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
。
し
力
し
制
度
は
社
会
情

勢
に
合
つ
も
の
に
可
べ
き
で
、
要
望
に

沿
う
だ
め
に
は
資
金
の
目
的
も
違
っ
だ

も
の
に
な
っ
て
く
る
し
、
今
暫
ら
く
総

合
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
し
だ
い
。

◎
土
木
建
設
の
こ
と

本
町
の
は
ほ
と
ん
ど
生
活
道
で
あ

り
農
林
道
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
関
係

で
、
道
路
を
管
理
す
る
受
益
者
の
数
も

少
な
い
た
め
、
今
後
こ
の
種
の
事
業
の

希
望
は
増
大
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
県
へ
要
請
し
て
、
県
単
独
補

助
事
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
努
力

さ
れ
た
い
。

答
本
事
業
は
、
町
の
単
独
事
業
で
実

施
し
て
い
る
が
、
果
と
し
て
は
叫
、
コ

ン
ワ
リ
ー
ト
の
現
物
を
支
結
し
て
、
素

人
が
工
事
を
す
る
こ
と
に
は
若
干
疑
問

視
す
る
向
き
も
あ
る
。

合
の
段
階
で
は
嶼
単
狂
補
助
事
業
に

組
入
れ
ら
れ
る
見
込
み
は
な
い
と
考
え

る
が
、
起
債
な
ど
の
対
象
に
な
る
よ
う

働
き
力
け
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

F
i1
-

▼
大
地
橋
の
利
用
量
に
つ
い
て

問
鹿
野
川
ダ
ム
の
予
子
林
と
大
谷
の

両
岸
を
結
ぶ
大
地
橋
の
架
橋
は
、
明
る

い
見
通
し
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
住
民
の
一
部
に
は
事
業
効
果
は
あ

る
の
か
と
疑
問
を
も
っ
て
い
る
が
、
利

用
量
は
ど
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
て
い
る

の
か
。

コンクリート舗装された久下下線
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▼
畜
産
の
振
興
に
つ
い
て

問
当
町
で
は
、
昭
和
四
十
三
年
度
よ

り
農
構
、
林
構
事
業
を
実
施
し
て
、
そ

れ
な
り
の
実
績
を
挙
げ
て
い
る
が
、
土

地
甚
盤
整
備
で
土
づ
く
り
対
策
が
欠
け

て
い
た
と
思
う
。
畜
産
団
地
を
作
り
、

ふ
ん
や
尿
を
他
の
農
業
生
産
団
地
へ
活

用
す
れ
ば
、
畜
産
公
害
は
解
消
し
、
畜

産
専
業
農
家
の
育
成
が
は
か
ら
れ
る
と

思
う
。本
年
度
は
、
減
反
、
農
産
物
の
価
格

の
低
迷
、
松
く
い
虫
の
被
害
な
ど
に
よ

っ
て
、
農
家
の
農
業
に
対
す
る
意
欲
は

一
層
減
退
し
て
い
る
が
、
新
農
構
事
業

の
説
明
会
で
も
、
町
は
「
あ
な
た
が
主

役
」
と
農
家
へ
呼
び
か
け
て
い
る
が
、

こ
れ
は
最
終
的
に
そ
う
な
る
の
で
あ
っ

て
、
あ
く
ま
で
も
前
提
と
し
て
は
町
と

農
協
が
「
主
役
」
と
な
っ
て
、
青
写
真

を
作
り
そ
れ
を
農
家
へ
示
し
事
業
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い

大
洲
市
で
は
、
豚
に
換
算
し
て
年
ニ

十
万
頭
処
理
能
力
の
食
肉
加
工
場
が
現

在
建
設
中
で
、
当
町
と
し
て
も
こ
の
施

設
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
、
農
家
の
立

場
に
立
っ
て
、
畜
産
振
興
の
実
を
挙
げ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
酪
農
、
肉
牛
、
養
豚
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
生
産
目
標
を
定
め
て
振
興
を
は
カ

っ
て
い
る
ガ
、
行
政
、
経
済
団
体
、
生

産
農
家
に
は
役
割
と
分
担
ガ
あ
り
、
そ

れ
を
果
し
な
が
ら
、
指
導
機
関
の
助
言

や
、
畜
産
の
将
来
の
見
適
し
を
ふ
ま
え

て
対
処
す
る
こ
と
に
し
だ
い
。

▼
企
業
誘
致
の
経
過
と
運
動
方
法
に
つ

い
て

問
当
町
の
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け

る
に
は
、
農
林
業
の
振
興
だ
け
で
は
い

け
な
い
。
企
業
の
誘
致
が
必
要
と
考
え

訴
え
て
も
き
た
が
、
近
年
経
済
不
況
の

影
響
で
そ
の
見
通
し
は
暗
く
感
じ
て
い

た
と
こ
ろ
、
町
長
の
努
力
に
よ
っ
て
本

決
ま
り
で
は
な
い
に
し
ろ
明
る
い
方
向

だ
と
聞
い
て
い
る
。
町
の
取
組
む
姿
勢

と
、
議
会
と
し
て
協
力
の
仕
方
な
ど
具

体
的
に
お
聞
き
し
た
い
。

答
本
町
の
実
態
力
ら
見
て
も
、
企
業

の
存
在
は
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
と
ら
え
て
い
る
。
現
今
の
社
会
情
勢

で
〈
基
末
の
誘
致
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

'

現
在
ま
だ
発
表
の
段
階
で
は
な
い
ガ

幸
い
に
明
る
い
貝
過
し
ガ
だ
っ
て
い
る
。

令
す
ぐ
に
対
応
す
る
時
期
で
は
な
い

ガ
、
い
ず
れ
議
会
に
お
い
て
特
別
な
研
究

ゃ
、
全
町
挙
げ
て
受
入
れ
態
勢
づ
く
り

を
し
て
い
き
だ
い
。

▼
中
小
企
業
振
興
資
金
の
改
善
に
つ
い

て
問
商
工
会
か
ら
、
業
者
が
利
用
し
て

い
る
こ
の
資
金
枠
の
拡
大
と
貸
付
期
間

の
延
長
を
要
望
し
て
い
る
。
町
の
制
度

資
金
は
つ
な
ぎ
的
な
も
の
で
現
行
で
よ

▼
箭
易
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
事
業
予
算

の
大
幅
増
額
に
つ
い
て

問
本
年
度
の
目
玉
に
な
っ
て
い
る
こ

の
事
業
は
、
住
民
か
ら
大
変
好
評
を
受

け
て
い
る
。
維
持
管
理
の
難
か
し
い
道

路
を
簡
易
に
舗
装
す
る
の
で
、
事
業
効

果
は
極
め
て
大
き
い
。
新
年
度
か
ら
予

算
を
大
幅
に
増
額
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
な
る
道
路
網
の
整
備
を
進
め
ら
れ

た
い
。

答
本
年
度
五
百
万
円
の
予
算
で
八
路

線
の
事
業
を
実
施
し
だ
。
投
資
効
率
は

よ
い
が
果
補
助
金
な
ど
の
裏
付
け
が
な

い
だ
め
、
す
べ
て
町
の
自
主
財
源
で
処

理
す
る
の
で
、
財
政
上
制
約
を
受
け
る

ガ
、
新
年
度
に
あ
い
て
は
で
き
る
限
り

要
望
に
そ
う
よ
う
努
力
し
だ
い
。

▼
問
易
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
事
業
を
県

単
独
補
助
事
業
と
す
る
に
つ
い
て

問
こ
の
事
業
は
前
評
判
も
よ
く
、
事

実
工
事
を
行
っ
た
地
域
で
は
好
評
で
あ

る
。
そ
の
理
由
は
最
少
の
負
担
で
念
願

の
舗
装
が
で
き
る
の
で
当
然
で
あ
っ
て
、

｀ 

答
こ
の
橋
は
、
鹿
野
川
ダ
ム
建
設
の

時
点
に
お
い
て
、
地
元
力
ら
強
く
要
望

し
て
い
だ
が
、
だ
ま
だ
ま
町
村
合
併
な

ど
で
運
動
ガ
集
中
で
き
ず
今
日
ま
で
延

ぴ
て
い
だ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
だ
ば
辛
い
に
架
橋
さ
れ
る
こ
と

ガ
内
定
し
だ
。
本
事
業
は
単
に

一
地
域

の
問
題
で
な
く
、
両
岸
の
交
流
ガ
は
ガ

ら
れ
、
ま
だ
国
遵
と
地
方
主
要
道
を
つ

な
ぐ
重
要
な
路
線
に
な
る
も
の
と
信
じ

て
い
る
。
新
年
度
力
ら
予
子
林
の
瓜
生

谷
力
ら
の
追
路
工
事
ガ
始
ま
り
、
橋
は

国
追
の
改
良
と
同
時
に
完
成
す
る
手
順

で
施
工
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

利
用
度
は
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
加
味

さ
れ
て
く
る
の
で
、
予
測
を
超
え
る
交

涌
璽
に
な
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
。

▼
グ

レ
ー
ダ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

問
町
が
管
理
し
て
い
る
グ
レ
ー
ダ
ー

は
、
道
路
を
良
く
し
た
い
と
言
う
町
民

の
希
望
に
よ
り
購
入
し
て
、
優
秀
な
技

術
者
が
運
行
に
当
っ
て
い
る
の
で
、
関

係
住
民
は
非
常
に
喜
ん
で
い
る
。
し
か

し
そ
の
反
面
稼
動
時
間
が
少
な
く
、
機

能
が
充
分
に
発
揮
で
き
な
い
の
は
誠
に

残
念
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
道
路
整
備
員
設
置
の
再
検

討
、
グ
レ
ー
ダ
ー
利
用
料
金
な
ど
見
直

し
を
し
て
、
こ
の
機
械
が
宝
の
持
ち
ぐ

さ
れ
に
な
ら
な
い
効
率
的
な
運
営
を
は

か
る
べ
き
で
あ
る
。

答

ワ

レ

ー

ダ
ー
を
よ
り
汚
用
し
て
積

極
的
に
町
内
の
追
路
を
よ
く
し
て
い
き

だ
い
と
常
に
考
え
て
い
る
。

町
遥
の
一
級
線
及
び
賑
造
の
未
舗
装

の
と
こ
ろ
は
、
追
路
整
備
晨
ガ
賜
要
で

あ
る
ガ
、
ワ
レ
ー
ダ
ー
の
活
用
利
用
万

法
な
ど
も
含
め
て
、
新
し
い
遵
路
管
理

の
あ
り
方
を
現
在
検
討
中
で
、
結
誦
を

早
く
出
し
て
近
く
議
会
へ
諮
る
こ
と
に

し
だ
い
。

八
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
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▼
鹿
野
川
周
辺
の
土
地
対
策
に
つ
い
て

問
町
づ
く
り
の
甚
本
計
画
で
、
住
宅
、

商
工
業
、
教
育
文
化
、
集
落
再
編
な
ど

環
境
の
整
備
を
は
か
る
た
め
に
も
、
鹿

野
川
周
辺
に
適
地
と
な
る
土
地
が
な
い

の
が
障
害
に
な
っ
て
い
る
。

つ
い
て
は
通
称
サ
イ
レ
ン
山
の
開
発

を
す
れ
ば
、
か
な
り
の
広
さ
の
土
地
造

成
が
で
き
、
あ
る
程
度
土
地
問
題
は
解

決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
―
つ
の
施
設
を
作
る
に
し
て
も
先

ず
土
地
問
題
で
あ
る
。
本
町
の
発
展
は

土
地
対
策
に
関
速
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
土
地
浩
成
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

が
適
地
ガ
少
な
い
の
で
苦
慮
し
て
い
る
。

サ
イ
レ
ン
山
に
し
て
も
以
前
力
ら
考

え
て
い
る
ガ
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
力
ら

研
究
し
取
組
ん
で
い
く
が
、
関
係
者
の

格
別
の
協
力
を
お
願
い
し
だ
い
。

▼
県
道
肱
川
公
園
線
の
改
良
に
つ
い
て

問
県
道
ぞ
い
に
あ
る
肱
川
中
学
校
は
、

最
近
大
型
車
の
通
行
に
よ
っ
て
‘
騒
音
、

振
動
な
ど
に
よ
っ
て
、
先
生
の
発
音
が

生
徒
に
聞
こ
え
な
い
と
き
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
学
力
低
下 路面整備中のグレーダー

”
 .、’̀

に
つ
な
が
る
と
教
育
上
大
変
で
あ
る
。

つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
防
止
策
と
し
て
、

防
音
装
置
を
つ
け
る
方
法
も
あ
ろ
う
が

根
本
的
に
は
解
決
で
き
な
い
。
そ
こ
で

恒
久
的
対
策
と
し
て
、
学
校
の
裏
手
の

山
ヘ
ト

ン
ネ
ル
を
抜
き
路
線
を
変
更
す

れ
ば
、
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
で
き
る

と
思
っ
゜
こ
の
墜
道
が
で
き
る
と
、
廃
道
に
な

っ
た
道
路
敷
地
を
駐
車
場
に
利
用
す
れ

ば
、
全
町
民
の
利
便
が
は
か
ら
れ
る
し
、

道
路
延
長
は
短
縮
で
き
、
対
岸
の
国
道

改
良
の
と
ぎ
迂
廻
路
の
役
目
も
果
す
し
、

数
多
く
の
利
点
が
考
え
ら
れ
る
。
早
速

町
の
重
点
施
策
に
取
り
上
げ
て
国
や
県

へ
強
く
要
請
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

な
お
教
育
長
に
中
学
校
の
実
情
が
聞

き
た
い
。

答
遵
路
改
良
整
備
を
し
だ
い
と
こ
ろ

は
多
く
あ
る
。
現
在
限
へ
対
し
て
北
平

大
洲
線
の
改
良
と
、
肱
川
公
園
線
改
良

の
肱
川
工
区
の
設
定
を
陳
情
し
て
い
る

段
階
で
あ
っ
て
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

を
持
ち
出
す
こ
と
は
ど
う
力
と
思
っ
。

政
治
判
断
と
経
済
効
果
な
ど
考
え
る

賜
要
も
あ
る
の
で
、
こ
の
場
で
の
方
向

は
決
め
力
ね
る
。
中
学
校
の
騒
音
に
つ

い
て
は
実
情
を
調
査
し
て
、
さ
し
む
き

の
措
置
は
講
す
る
こ
と
に
し
だ
い
。

答
（
教
育
長
）
中
学
校
の
騒
音
に
つ

い
て
は
、
計

DDooで
農
査
し
だ
こ
と
は
な

い
ガ
、
英
語
の
授
業
の
際
支
障
が
あ
っ

て
学
力
低
下
を
心
配
し
て
い
る
。
何
ら

カ
の
対
応
策
は
と
思
っ
て
い
る
ガ
、
提

言
の
あ
っ
だ
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る
に
こ

し
だ
こ
と
は
な
い
。

▼
県
の
過
疎
代
行
事
業
に
つ
い
て

問
大
地
橋
の
架
橋
が
県
の
過
疎
代
行

事
業
で
行
な
わ
れ
る
の
は
結
構
で
あ
る

が
、
現
在
町
道
小
藪
線
改
良
工
事
が
こ

の
事
業
で
実
施
中
で
あ
っ
て
、
大
地
橋

が
影
響
し
て
、
工
事
C

グ
や
工
期
の

延
長
が
あ
れ
ば
、
地
元
で
は
重
大
な
問

題
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
充
分
配
慮
を
さ
れ
た
い
。

答
瞬
過
疎
代
行
事
業
は
、
財
政
と
技

術
工
法
の
点
を
考
慮
し
て
採
択
さ
れ
る

訳
で
、
町
道
小
藪
線
に
つ
い
て
は
、
現

在
施
工
中
の
区
間
と
取
付
区
間
は
す
で

に
決
定
し
て
い
る
。
そ
れ
以
後
の
区
間

は
採
択
条
件
に
当
て
は
ま
る
力
は
将
来

の
問
題
で
あ
る
。
大
地
橋
架
橋
事
業
に

よ
っ
て
、
こ
の
事
業
に
影
響
の
な
い
よ

う
努
力
し
て
い
き
だ
い
。

〇
幼
稚
園
設
置
条
例
の
制
定

幼
児
教
育
の
重
要
性
を
考
え
て
、
昭

和
五
十
四
年
四
月
一
日
に
、
町
内
へ
五

つ
の
幼
稚
園
を
設
け
る
。

現
在
の
保
育
所
は
廃
止
と
な
る
。

〇
幼
稚
園
授
業
料
徴
収
条
例
の
制
定

幼
稚
園
設
置
に
伴
い
、
授
業
料
の
額

を
定
め
る
。

一
人
に
つ
き
月
額
千
五
百
円
但
し
、

園
児
の
属
す
る
世
帯
の
所
得
の
状
況
に

応
じ
て
、
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

0
教
育
振
興
基
金
条
例
の
制
定

教
育
振
興
の
た
め
役
立
て
て
欲
し
い

と
の
篤
志
家
の
寄
附
も
あ
っ
て
、
甚
金

を
設
け
る
も
の
。

〇
報
酬
・
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正

人
事
院
の
勧
告
に
従
っ
て
、
議
員
の

，

期
末
手
当
を
0
•
一
引
下
げ
、
職
員
の
給

料
手
当
な
ど
合
計
し
て
三
・
八
四
％
引
上

げ
る
も
の
。

0
昭
和
五
十
i

―
―
年
度
一
般
会
計
補
正

t し」

予
算
知
事
選
挙
費
百
十
万
円
、
水
田
利
用

再
編
推
進
補
助
な
ど
農
業
振
興
費
百
九

十
六
万
円
、
林
道
補
助
な
ど
林
業
振
輿

費
五
百
四
十
三
万
円
、
県
道
改
良
舗
装

工
事
負
担
金
な
ど
六
百
九
十
二
万
円
、

町
道
新
設
改
良
費
百
三
十
五
万
円
、
人

事
院
勧
告
に
よ
る
給
料
等
の
改
訂
費

な
ど
を
計
上
し
た

結
果
、
予
算
総
額

は
、
九
億
九
千
六
百
五
十
万
円
と
な
っ

こ。f
 

昭和53年度一般会計並ぴに特別会計予算規模（歳入歳出同額）八会百会三国を
単位干円万計二計万保計各 0 

千の十で円会上会予昭
円 予万はの計 し計算和
と算円‘受でたと 五
な総の中入前がも 十
つ額処央れ年‘職 三

たは理簡を度そ員 年
° ‘を水 し繰の給 度
四し事た越他料 特
億 f；業゜金主等 別
八 費簡四なの 会
千五減易百も改 計
三つ千水七の訂 補
百の五道十は費 正

ふ g1J 既定額 12月補正 総額

一般会計 974,500 22,000 996,500 

特
国保会計 194,700 4,813 199,513 

簡易水道会計 245,200 △14,300 230,900 
別 給食会計 35,000 430 35,430 

会 車輛会計 8,181 213 8,394 

計
住宅会計 8,844 

゜
8,844 

計 491,925 △ 8,844 483,081 

＾ ロ

計 1,466,425 13,156 1,479,581 

’ 

福
田
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
の

要
旨
神
井
委
員
と
厳
正
な
審
査
を
行
っ
た

が
、
地
方
自
治
法
の
主
旨
に
そ
っ
て
適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
、
各
会
計
の
関
係
諸
帳
簿
及
び
証

拠
書
類
を
照
合
調
査
し
た
結
果
、
決
算

計
数
は
い
ず
れ
も
符
合
し
て
、
正
確
で

あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

0

一
般
会
計

歳
入
九
億
五
千
百
七
十
万
三
千
四
十

一
円
に
対
し
て
、
歳
出
九
億
四
干
三
百

九
十
四
万
八
千
五
百
六
十
三
円
で
、
差

引
七
百
七
十
五
万
四
千
四
百
七
十
八
円

を
翌
年
度
へ
繰
越
し
て
い
る
が
、
健
全

財
政
の
維
持
に
努
力
し
て
お
り
、
予
算

の
執
行
率
も
良
好
で
、

町
財
政
は
適
正

に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

0
特
別
会
計

昭
和
五
十
二
年
度

肱
川
町

歳
入
歳
出
決
算
認
定

1
 



一
、
し
い
た
け
主
産
地
総
合
整
備
事
業

に
つ
い
て

し
い
た
け
生
産
の
基
盤
作
り
と
流
通

改
善
施
設
の
整
備
の
た
め
、
こ
の
事
業

(9)広報ひじかわ

町
長
行
政
報
告

昭和52年度一般会計並ぴに特別会計決算の総括状況
単位円

会;--------別 歳 入 歳 出 差引繰越額

一般会計 951, 703,04}. 943,948,563 7,754,478 

特 国保会計 175,154,586 159,536,037 15,618,549 

別 簡易水道会計 7,967,140 7,795,799 171,341 

ムコ 給食会計 38,884!973 38,039,891 845,082 

計 車輛会計 12,646,307 10,933,141 1,713,166 

合 計 1,186,356,047 1,160,253,431 26,102,616 
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四
会
計
と
も
健
全
財
政
に
努
力
し
て

お
り
、
合
算
し
た
歳
入
は
二
億
三
千
四

百
六
十
五
万
三
千
六
円
に
対
し
て
、
歳

出
は
二
億

一
千
六
百
三
十
万
四
千
八
百

六
十
八
円
で
、
差
引
一
千
八
百
三
十
四

万
八
千
百
三
十
八
円
を
翌
年
度
へ
繰
越

し
て
い
る
。
適
正
に
運
営
さ
れ
て
予
算

執
行
状
況
も
良
好
で
あ
る
。

0
そ
の
他

町
税
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
税
、

水
道
使
用
料
、
給
食
使
用
料
、
車
輛
使

用
料
は
、
連
年
完
納
さ
れ
て
高
く
評
価

す
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
に
は
、

元
溢
中
に
病
原
体
の
ウ
イ
ル
ス
が
う
よ

う
よ
し
て
お
り
、
だ
れ
も
が
、
多
か
れ

少
な
か
れ
感
染
の
＂
危
機

“
に
さ
ら
さ

一

ザ

一

予
防
と
カ
カ
つ
だ
と
き
の
注
意

今
年
も
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ

の

れ

て

い

ま

す

。

流
行
期
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
切
な
の
は
、
感
染
し
て

毎
年
、
全
国
的
に
猛
威
を
ふ
る
う
ィ
も
発
病
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、
昭
和
五
二
年
そ
の
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
体
の

は
二

0
万
人
が
感
染
し
、
六
八

0
人
も
低
抗
力
を
養
っ
て
お
く
こ
と
が
第
一
で

の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

す
。

こ
の
冬
も
、
大
流
行
の
兆
し
を
み
せ
そ
れ
と
い
う
の
も
、
発
病
す
る
の
は
、

て

い

ま

す

。

決

ま

っ

て

体

の

低

抗

力

が

弱

ま

っ

た

と

池
断
大
敵
|
—
た
か
が
風
邪
ぐ
ら
ぃ
き
だ
か
ら
で
す

。

な
ど
と
、
あ
な
ど
ら
な
い
で
、
予
防
と
で
は
、

ふ
だ
ん
体
に
低
抗
力
を
つ
け

感
築
時
の
治
療
に
は
十
分
な
配
慮
が
必
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ

要

で

す

。

う

か

。

ふ

だ

ん

か

ら

ま

ず

、
運
動
な
ど
で
体
を
き
た
え
る

体

に

低

抗

力

を

こ

と

の

ほ

か

、

乾

布

ま

さ

つ

や

薄

着

の

習
慣
を
つ
け
て
皮
膚
を
鍛
練
し
、
体
温

の
保
持
を
よ
く
す
る
。

ま
た
、
食
事
は
、
栄
養
の
パ
ラ
ン
ス

を
よ
く
考
え
て
体
力
を
蓄
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

の
認
定
を
受
け
、
本
年
度
か
ら
五
ヵ
年

間
に
亘
っ
て
、
森
林
組
合
と
協
業
体
が

事
業
主
体
と
な
っ
て
、
関
係
事
業
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。

今
年
度
は
、
し
い
た
け
原
木
林
造
成

作
業
道
開
設
、
流
通
改
善
施
設
の
諸
事

業
を
、
干
三
百
七
十
二
万
五
千
円
の
事

業
費
で
実
施
す
る
。

二
、
県
単
林
道
事
業
に
つ
い
て

協
生
線
八
百
万
円
、
大
平
線
二
百
五

十
万
円
の
二
線
を
、
森
林
組
合
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
施
工
す
る
。

三
、
県
産
品
ま
つ
り
参
加
に
つ
い
て

当
町
の
特
産
品
の
伸
長
と
宣
伝
の
た

め
、
農
協
、
森
林
組
合
、
商
工
会
の
協

力
を
得
て
、
十
一
月
八
、
九
日
は
大
洲

ヽ~ ． 
．． I ． 

市
民
会
館
、
十
一
月
十
四
か
ら
十
九
日

ま
で
松
山
三
越
へ
、
栗
、
味
噌
、
生
し

い
た
け
、
文
楽
も
な
か
、
養
老
酒
な
ど

を
展
示
し
、

．
即
売
も
行
っ
た
が
、
売
上

金
約
五
十
三
万
円
で
大
変
成
功
し
た
と

受
止
め
て
い
る
。

今
後
も
機
会
を
と
ら
え
て
、
こ
れ
ら

の
行
事
に
は
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
ち
な
み
に
、
当
町
は
県
参
品
ま
つ

り
に
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
参
加

し
て
い
る

）

土木工事発注状況 （昭和53年11月25日工事入札した もの）

工 藝 名 I事業主体 I請負金額I請負者 工 期 説 明

大谷防火水糟新設I肱川町

轟滝観光施設整偏I肱川町

高令者創作館新築 1肱川町

鹿野Ill駐車場新設I舷Ill町

るt
 ｀
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こ
わ
い
余
病
誘
発

``ー・
”
 ー一

ー
、（

そ
し
て
、
流
行
時
に
は
、
規
則
正
し

い
日
常
生
活
で
体
調
を
保
ち
、
過
労
に

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

、
。
＞` 

そ
の
外
、
汗
を
か
い
た
と
き
は
、
こ

ま
め
に
下
着
を
と
り
か
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
湯
ざ
め
や
う
た
た
寝
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た

＂
油
断
＂
も
禁
物
で
す
。

外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
う

が
い
を
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
り
や
す
い
の

は
乳
幼
児
と
小
学
生
、
ま
た
死
亡
率
で
は
‘

老
人
が
圧
倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
、
小
学
生
、
老
人
ー
っ
ま

り
、
体
の
低
抗
力
が
弱
い
年
代
が
最
も

か
か
り
や
す
い
の
で
、
家
庭
で
は
、
と

く
に
そ
の
点
の
配
慮
が
必
要
で
し
ょ
う
。

と
い
う
の
も
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
こ

わ
い
の
は
、
低
抗
力
が
弱
く
な
っ
て
肺
炎
な

ど
の
余
病
を
誘
発
す
る
か
ら
な
の
で
す
。

馴呪；枚蒻‘
T臼々ヽ 工."'J -

• 一へ• - -

県産品まつり大洲会場

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
命
を
落
と
す
こ

と
は
比
較
的
少
な
い
も
の
の
、
肺
結
核

や
心
臓
病
が
再
発
し
た
り
、

ジ
ン
炎

な
ど
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
注
意
が
必
要
で
す
。

病
気
に
対
す
る
低
抗
力
を
保
っ
た
め

に
は
、
摂
生
を
し
て
、
体
に
疲
労
が
残

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
睡
眠
を
十
分
と

り
、
栄
養
と
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
心
が

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

風
邪
ぐ
ら
い
、
な
ど
と
い
い
か
げ
ん

な
気
持
ち
で
放
っ
て
お
く
と
、
取
り
か

え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い
と

も
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
初
期
の
う
ち
に

治
し
て
し
ま
っ
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
か
か

っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
何
は

と
も
あ
れ
、
安
静
を
保
つ
こ
と
が
先
決

で
す
。
熱
が
出
た
り
、
症
状
の
ひ
ど
い
場
合

は
、
医
師
の
診
療
を
受
け
そ
の
指
示
に

従
い
ま
し
ょ
う
。

n
 

tム
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r‘‘ 

満
二

0
オ
に
な
る
と
、
国
民
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
。

若
い
人
は
、
と
か
く
「
老
後
な
ん
て

ま
だ
ま
だ
先
の
話
」
と
思
い
が
ち
で
し

よ
う
が
、
将
来
受
け
取
る
年
金
は
加
入

が
早
け
れ
ば
早
い
は
ど
有
利
な
の
で
す
。

今
後
、
老
人
の
占
め
る
割
合
は
増
え

る
一
方
で
、
老
後
の
生
活
設
計
は
、
若

い
う
ち
か
ら
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
二

0
オ
に
な
っ
た

の
を
機
会
に
「
国
民
年
金
」
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的

＿
税
金
シ
リ
ー
ズ
⑫
一

町
県
民
税
の
申
告
と
、
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
付
け
は
、
二
月
一
六
日
か

ら
三
月
一
五
日
ま
で
行
い
ま
す
。

「
町
県
民
税
」

町
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
次
の
と
お
り
で

す。一
、
昭
和
五
四
年
一
月
一
日
現
在
、
肱

川
町
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
五
三
年

中
（
昭
和
五
三
年
一
月
一
日
か
ら
一

二
月
三
一
日
ま
で
の
一
年
間
）
に
所

得
が
あ
っ
て
次
の
①
か
ら
⑦
ま
で
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
事
業
を
営

ん
で
い
る
人
。

②
不
動
産
（
地
代
、
家
賃
、
利
子
、

配
当
）
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人
。

③
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
の
給
与

か
ら
町
県
民
税
を
さ
し
引
か
れ
て
い

-

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
加
入
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
制
度
の
配

偶
者
や
昼
間
部
の
大
学
生
の
み
な
さ
ん

は
‘
希
望
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
老
後
の
暮

ら
し
を
、
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
た
い

も
の
で
す
。

保
険
料
は
、
一
ヵ
月
二
干
七
百
三
〇

円
（
四
月
か
ら
三
千
三
百
円
）
で
す
。

農
地
を
売
買
又
は
贈
与
す
る
と
き
は
‘

農
地
法
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
す
。

l

誰
で
も
簡
単
に
取
得
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
い
人
。

④
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
の
ほ

か
に
、
①
か
②
の
所
得
が
あ
っ
た
人

ま
た
は
ニ
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
て
い
る
人
。

「
所
得
税
」

昭
和
五
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
と
納
付
は
、
昭
和
五
四
年
二
月
一
六

日
か
ら
三
月
一
五
日
ま
で
で
す
。
し
か

し
、
還
付
金
を
受
け
る
た
め
の
申
告
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ

、。＞ （
提
出
先
、
大
洲
税
務
署
、
又
は
町
税

務
係
）

（
マ
イ
ホ
ー

ム
を
新
築
ぢ
だ
ら
住
宅

原
則
と
し
て
、
取
得
後
の
所
有
農
地

が
五

0
ア
ー
ル
以
上
な
け
れ
ば
許
可
が

で
き
な
い
な
ど
、
規
制
が
あ
り
ま
す
の

で
‘
売
買
契
約
は
し
た
が
許
可
は
受
け

ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
、

事
前
に
充
分
地
元
の
農
業
委
員
さ
ん
と

協
議
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

急
プ
レ
ー
キ
、

急
ハ
ン
ド
ル
は
命
と
り

冬
の
道
路
は
‘
降
雪
、
凍
結
を
は
じ

め
、
日
な
た
と
日
か
げ
、
走
る
時
間
な

ど
に
よ
っ
て
、
状
態
は
刻
々
と
変
わ
り

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
“
落
と
し
穴
“
が
で

き
ま
す
。

な
か
で
も
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
、
日

か
げ
の
道
路
、
橋
の
上
な
ど
は
、
日
照

の
関
係
や
風
の
影
響
で
凍
結
し
や
す
く

取
得
控
除
の
申
告
を
）

自
分
が
住
む
た
め
に
、
住
宅
を
新
築

し
た
り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
と
き

は
、
そ
の
住
宅
に
居
住
し
た
年
か
ら
三

年
間
は
、
一
年
に
つ
い
て
、
最
高
三
万

円
を
限
度
に
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す。（
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
ら
れ
る
要
件
）

0
住
宅
の
面
積
が
一
六
五
平
方

メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
る
こ

と。
0
工
事
完
了
ま
た
は
、
購
入
し

た
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内
に
入

居
し
、
引
続
い
て
居
住
す
る

こ
と
。

必
要
な
書
類

住
民
票
、
登
記
簿
謄
本
及
び
家
屋
の

建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
給
与
所

得
者
は
、
給
与
の
源
泉
徴
収
票
。

（
町
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
、
二
月
中
に

部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
）

申
告
時
期
が
近
ず
き
ま
し
た

農
地
の
移
譲
に
は

許
可
が
必
要

二

0
オ
を
記
念
し
て
．

国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

f
 

と
こ
ろ

担

当

行
政
相
談
員

福

田

保

0
行
政
相
談

と

き

二
月
五
日

九
時
ー
一
六
時

肱
川
公
民
館

山
中
美
茂

兵
頭
定
雄

下
石
政
美

（
留
任
）

（
留
任
）

（
留
任
）

な
っ
て
お
り
、
横
す

べ
り
や
ハ
ン
ド
ル
が

と
ら
れ
る
と
い
っ
た

危
険
が
待
ち
か
ま
え

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
所

で
は
、
事
前
に
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
す
な
ど
、

十
分
に
注
意
し
て
走

り
ま
し
ょ
う
。

時
速
四

0
キ
ロ
で
急
プ
レ
ー
キ
を
踏
ん

だ
場
合
の
停
止
距
離

乾
い
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

道
路
ァ
イ
ス
バ
ー
ン
状
態
に

固
ま
っ
た
雪
上

任
期
満
了
に
伴
な
う
民
生
委
員
会
の

役
員
改
選
が
、
去
る
―
二
月
―
一
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
次
の
と
お
り
新
役
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

総

務
副

総

務

婦
人
部
長

民
生
委
員
会

新
役
員
決
ま
る

〇

母

親

学

級

と

き

二

月

一

四

日

一
三
時
ー
一
五
時

と

こ

ろ

肱

川

町

公

民

館

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

上

田

毅

さ

ん

長
男
健
司
ち
ゃ
ん

沖
田
利
雄
さ
ん

二
男
修
二
ち
ゃ
ん

冨
永
幸
男
さ
ん

長
男
隆
志
ち
ゃ
ん

山
本
菊
雄
さ
ん

長
男
幸
司
ち
ゃ
ん

徳
本
光
春
さ
ん

長
女
真
由
美
ち
ゃ
ん

橋
本
英
機
さ
ん

二
男
智
也
ち
ゃ
ん

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

小

藪

住

田

松

之

助

さ

ん

上
嵯
峨
谷
下
石
ウ
ラ
ヨ
さ
ん

中

居

谷

石

家

フ

ジ

エ

さ

ん

市

之

畦

小 大 森 嘉

藪 平

上

敷

水
城

氷
上

◇心配ごと相談◇

お気軽に相談所へ”

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

と
° ◎相談場所
乳 ＇ 町公民館心配ごと相談室

き児 （肱川町社会福祉協議会）

日
肱ーニ相
川三月 談
町時九
公 1 日

且五
時

メ九メ五メー
1八 1-11七
ト・ト・ト・
ル九ル四ル三

と
こ
ろ

相談日

1月25日

2月5日

2月15日

2月25日

担当相談員

中野、堀尾

谷本、佐久保、福田

山中、宮本

都谷、蔵田

相談員の自宅相談も受付けます


